
 
 

 

 
 

 
 
 

 令和 4 年度修了式  一部抜粋  

先日の卒業式の式辞で校歌の歌詞に

ついて卒業生に伝えました。3 番の歌

詞が集大成の 3 年生に向けたことばそ

のものとなっているということです。

それと同様に 1 番の歌詞は、「若きかり

がね ここに育つ」とあるように 1 年

生が東中学校で様々なことを学び、基

礎基本を身に付ける様子を表していま

す。2 番の歌詞は、「真実（まこと）求

めてひたすらに 日々を悔いなく」 

として自主自律、工夫と発展の 2

年生の様子を表しています。 
また、校歌の 3 番の「えんじの

校旗」は、開校当初に作られたも
ので今までに 12,684 名の卒業生

を送り出しました。地域には、東
中生徒の皆さんを応援してくださ

る卒業生がたくさんいらっしゃい
ます。 

中学校生活は、3 年間です。生徒
の皆さんにとっては、長いようでもあるし、短いような気もする 3 年間となりますが、

人間の一生の中で一番といっていいほど大きく成長する時期です。皆さんの中には、あ
まり成長した実感がない、あまりそう思わないという人もいるかもしれません。そこで

東中学校では、生徒自身が成長を実感できるように様々な取組を行ってきました。ま
た、皆さんが自分自身の成長を実感するために必要なこととして教科の勉強だけでは身

に付けることのできない「学習」を進めました。 
一つ目に「ソーシャルスキルトレーニング」について学校生活を充実させるためにも

社会に出た時に必要なこととして学校全体で取り組みました。人は皆、一人一人違いが
あります。違いを理解したり、よいところを認め合ったりすることで学校生活や社会の

中での生活がしやすくなります。 
二つ目に「進路・キャリア学習会」は、将来に向けてどのように学ぶか、活動や視野

を広げるかということとして今年、スタートしました。3 年間で様々な職種を学んでい
きます。 

三つ目に「防災に関する知識を身に付ける」ことで「自分の命を自分で守る」行動が
「周りの人の命を守る」ことにつなげることを目指します。 

日々の取組は、大きく進むことも進まないことも成果が出ることも出ないこともたく
さんあります。中学校時代にたくさんのことを経験し、社会に出るための準備をしてい

きましょう。たくさんの経験が、自信となって積み重なっていくはずです。 

 学校教育目標  

自ら学び考え  

主体的に行動する  

心豊かな生徒 

 目指す生徒像  
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「教育が一人前の社会人をつくる」家庭や地域の願いに応える 

「守･破・離」の東中三ヵ年教育 
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破 守りと新しい考えや工夫を
加え、発展させる段階 

東中の伝統である”型・形”を 
身に付け、継承する段階   
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東中生として自尊感情を 
身に付け、志や目標をもち 
自己実現をする段階 
 


